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イリヤ・カバコフ作品におけるテクストの役割について
くアルハム〉と絵本挿阿の関わりを手がかりとして
藤出 I荷，j;恵
はじめに
イリヤ カパコフ (1933~)の作品には、必ず物語がつきまとう c ソビエ
ト時代に製作されたくアルパム〉形式の作品はもちろん、ロシアを出た後、
世界中で発表されたくトータル インスタレーション〉作品の数々におい
ても、絵幽、オブジェは物語性を苧んだものであり、また膨大な畳のテク
ストがそこには添えられているc 一般的に美術作品としてカテゴライスさ
れるカパコ 7の諸作品だが、カパコ 7は何1&:物詩軟に、テクストにこだ
わって制作を続けているのか。それを採る子がかりのーっとして挙げられ
るのが、カパコフがそのソビエト時代、生引を立てるために、 1957年から
1987年の30年もの問従事してきた絵木の挿幽のイ上平である。これだけ長い
問、膨大な宣の作品が千がけられていたにも拘らず、最近までこの挿幽に
ついては、 H本においてカパコ7の絵本挿阿について本絡的に紺介した鴻
野わか菜氏が指摘する通り 1)、ほとんど注日されてこなかった。カハコブ
作品におけるテクストとイメージ論としては MikhailEpsetin ‘E問~ptuless
出 aTechnique - Word耐ぱ h川駅間 IlyaKabakov' 2)があるが、論立の
長後にカパコ 7が絵本のイ1:$に従事してきたことには触れてはいるもの
の、細かい百』えはなされていない。そこで本稿では、カパコフ作品におけ
るテクストの役割について、絵本の挿両の仕事との関わりに注FlLながら
考察を試みたいu なお、具体的なカパコ 7作品としては、絵本の仕事と同
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時代に制作された くアルバム〉シリーズのうち、代表的作品である 『十の
人物」から?に 「クローゼットのプリマコ 7Jについて取り 卜げたい。こ
の作品は、〈アルバム〉の品作品がnつ問題がわかり易く表現されている
こと、また、後にも言及するがじD-ROM媒体を用いて作品が再構築され
たゆえに‘ 〈アルバム〉の表尻方法の可能性という新たな聞いをも合む重
要な作品だと考えられることが、この作品を木論において考察の対象とす
る理由であるの
1.イメージとテクス卜
前述の通り、カパコフは30年もの問絵本の挿画の仕事に従事してきたG
カパコ7は何度となく、絵本の仕事はただ生き延びるためだけにやってい
たことで、完全に困家の統制IJHこ置かれたそのfl:1jiの中でオ リジナリテイ
を発持することは無理だったと強謝するのしかしポリス グロイス氏は、
掃絵同家としての長い経験について知ることなく 、カパコ7作品の複雑で
多層的な物語件を用解L正しく討も1rすることは困雌であ り、またこの絵本
の仕事がイメージとテクストの問の関係はいかに機能するのかというカパ
コ7芸術の中枢をなす問いに鋭い感心を抱かせた、と分析している3)c絵
本の{I事を過してカパコ7がつねに探っていたのはイメージとテクストの
制和であり、 「カバコ7の全作品は、イメージとテクストを調和させよう
としたその試みから生じたあらゆる誤解.誤官事、 ィ、条県の目録であり、ま
た、そのような調和を達成Lょうと試みる際に応用する会術的手段、つま
り、選択し組み介わせ、切り詰め、単純化し、創り上げ、言葉を絵のコ
ンテクス トの中に、 イメージをテクストのコンテクス トの中に配置する干
法の日録であるとも解釈できる4)J とする。
確かにカパコ7の絵本作品には、その後のカパコ7の作品で用いられて
いる手法を多く 見て取ることが出来る ζ 挿画の仕引が、カバコ7の作風に
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影響を与えたことは間違いのない事実である口ただ、このグロイス氏によ
る与察中には、カハコフがその絵本の柿凹の{I事において、テクストを口
ら考楽することがなかったことは触れられていない。カパコ7が作家とし
ての作品を制作するときに設定するプロットはすべてカパコ7白身の子に
よるものであるu絵本の巾においては、カパコ7の力の及ばない領域であっ
たテクストというものを、目らの作品の巾にどのように生成させ、とういっ
た役割を担わせるようになったのかにii bIしてみたいc
カノミコ7は仕事と並行して、非公式の芸術活動も行っていた。その活動
の 環の巾でカハコ7は、〈アルバム〉と称する 速の作品を制作している。
この〈アルバム〉とは、絵とテクストを組み合わせた、全て同じ大きさの
数|枚の紙から成り、その中にはドローイングが描かれているのはもちろ
ん、テクストが古かれたもの、あるいはスクラップや古和、などさまざまな
ものが貼付けられたページなどもあるという体裁をとった作品計を指
す尺また、各アルハムにはプロットがあり、何人もの校場人物がnJ，てく
るなど、文学の要素を取り入れている。
カハコ7はくアルバム〉という形式のはじまりは、制々のドローイング
であったと百う。それらのドローイングにはく変動性〉といった特性があ
り、それらのひとつひとつが直ちに白分白身の変種を呼び起こしたが、口
分にはその中でくいいもの〉を選ぶことがn¥来ず、それらの〈小さな連鎖〉
をスケッチしていくようになった。しかしそれは没阿のコマと追い、切り
離して別々にしたとしてもそれぞれが本物の作品が持っているものすべて
を所有していなければならない。そうして出米た紙葉の絵を重ね、次々に
めくっていく。この、めくるという行為が、ひっくり返された紙片、手の
なかの紙片、まだ千のつけられていない大量の紙片の山という、つまり、
過去、現在、未来の時間の構造を千にするというのである引c
ここでカパコ7は、絵本の仕事では不可侵の領域であったプロットの冗
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となるものに気がついたのではないだ、ろうかロ惚数のドローイングを順番
に重ね、それをめくっていくことで、それぞれ一枚の静止幽であったもの
に時間の流れが生じる。テキストに沿いながらも、その中に入って行くこ
とはなかったイメージが、それ自体に物語↑牛を持ち始めるのである。
2.時間の流れと「物語」
カパコ 7は、その回:想録の中で、テクストとイメージについて次のよう
』こ両討っている。
ここでもっとも重要な役割を担っているのは、絵幽の中に描かれた
連の|火|像の中に挟み込まれた百両テクストであるη テクストは作品を
意識から切り離すことを前さず、内的な判断の坊との関係において、
不確かなく滑走〉状態にその作品を据えるのである J テクストは作品
をく内部〉に向けさせ、〈鍵をかける〉のだが、 H.対象はそれを
外部へと関係づけるのである。「体の 部は道を広き、 日目は空を泳
ぐように飛んでいる」ハルムスの猫のようなことが起こるのであるc
絵阿をどちらへ関係づけるべきなのか、 l人j部なのか、外部なのか、と
いうこの非決定件、あいまいさが、くテクストのある絵阿〉の魅力的
な可能性を構成しているのであるじなぜなら、あらゆる遊戯における
のと同じように、もちろん想像上においてではあるが、そこではつね
に選択の余地が残されているからである7l
カハコ7の作品において、録賞者に「選択の余地が残されている」とい
うこともまた、重要なキーワードの一つである。カパコ 7は自分の作品
〈トー タル インスタレーション〉には、必ずストーリーがあり、そこに
置かれているものが鑑賞者の記憶を呼び覚ますように作られていると繰り
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返し請っている。鑑賞者はそれを見て何かを連怨するc 外見的には全く違
う世界に属するものでありながら、内部に人って見ているうちに、っfども
の頃の，';1'.い1¥など、日分の個人的な思いn¥がよみがえって、日分のl勾出を
i5t:く見つめることになる心記til'のあらゆるレウ守エルにおけるいろいろな部
分的なものを引き出すように、人の心の巾にある様々な連想を引き出すと
いうのだコこれは、「選択の余地」が全く残されていないものには担わせ
ることが同米ない役割であるつ
また、カパコフが1999年、水戸芸術館にで「シャルル・ローゼンタール
の人生と創造」と題して架空の両家の凶顧展という形式をとった作品を発
表した際に、日本の絵画と向分の考え方との関係について尋ねられたその
阿答からも、彼のテクスト観が秘える。
日本の絵画で重要なのは、絵につけられている注釈や物語ですυ そこ
にあるのは視覚性と物語性の結介です。そこに描かれている主題を特
訓してはいけない。単なる視覚的な装飾ではないんですからc これは
ある物品、ある{PI来事の挿幽なのですc 私にとって挿幽は大変重安で
す。まず最初にテクストがなければならず、視覚'I'Eは二次的なもので
すコ(中略)それで、私はいつも巾国や日本の絵に敬志を払ってきた
のですυ それはいつも物語だからなんですよ， (巾陥)そこには時間
があるのですコ過去、況荘、そして未米が描かれている。それはそこ
にストーリーがあるからですっ瞬間は重要ではないっ重安なのは~mれ
です。そこが私にしっくりくるのですよ。私は瞬間が好きではないで
すからお)リ
こうしたカパコフの考えは、まさに〈アルバム〉に体現されている仁〈ア
ルバム〉のページは綴じられていないので、各ベージを独立した全体とし
て展示することも出来るとし寸君、味で尖術の要素も兼ね備えている(その
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ためには文字が子書きでならなければならない、とカハコ7は述べてい
る九しかし、美術展として展示すると本来の効果が得られないのだとカ
パコ7は説明する 9)つページをめくる動きやテクストの朗読など、時間の
流れを発生させる要素がなくなってしまうからだc
そLてこの流れは、鑑賞者がいなければ決Lて発生しないものだυ つま
り、カパコフのくアルパム〉は、鑑賞者にめくられてはじめて完成する作
品なのだc それは、紙の上に印刷された文学作品を読む行為とも省接に関
係している。
カパコ7は、このくアルバム〉形式の作品は自分のなかで完結しており、
このジャンルで新たな作品を作ることはないと言う。ただし、このくアル
パム〉の鑑賞のされj誌に関しては、さらなる内的な発展の可能性を硲めて
いるとの与えを持っており、その発展形のひとつとしてくアルバム〉を
CD-ROMに収録するとし寸千法を提示している c (アルハム)c十の人物」
のはじめの物語である「クローゼソトのプリマコブ」を CD-ROM化した
もの(ドラ・アーツ/1999)は、朗読の百訪をロシア詩、英語、日本語のい
ずれかより選択することが出来、またカパコフ指定のベースで口動演奏す
るモードと、鑑賞者の思いのままに進んだり戻ったりできるマニュアル
モードの2つが設定されているなど白山皮の高いfl総となっているつ
3 鑑賞者という存在
物語性、つまり時間の流れと、鑑賞者を常に志議して制作すること。こ
れはカパコフのどの作品にも共通してみられる特俄である。カパコ7は何
故そこにこだわるのかロそれには、ソビエトの外にI中Iるまでカパコ7が置
かれていた状況が少なからず影響している「
作品に取りかかるにあたって、作家はI!!¥意識的、あるいは意識的に、
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臼分とは別の鑑賞者のようなもの、つまりく他者〉のことを思い浮か
べる。彼はその作品によってその他者とコミュニケー卜するのであり、
この作品は他者に向けられているのである。(中略)いずれの場合で
あれ、く作家と錐賞有〉とのこうした関係がロJ能なのは、作品がく外〉
へ、く位界〉のなかへ、いつでも〈出て行ける〉とき、いってみれば、
作品が 戯曲、絵削、ドローインゲ 作家からその外部へと口然
に出て行って、鑑賞者と出会い、歓迎、あるいは非難されることを期
待できた幸運な時代のことなのであるc だが、それとは異なる状況に
ついて考えてみようじ(巾略)く他者〉としての鑑賞者は別の錐賞者に
取って代わられることになる J そして、その鑑賞者には、回家自身、
作家口身がなるのであるコ(巾略)作家はひそかに、孤独のなかで、
ひたすら思索し、口分の作品を眺めつづけるロ(中略)この不幸な閉
木状況の中で最悪なのは、作家が、白分の絵との将来の孤独な交流の
ことをすでに知lっているので、作品を方法論的にはじめから、絵阿と
のそのような相互作用の結米として構築、もしくは制作しようといっ
た作品制作の独特の理念が生み出されることだコそしてはじめから、
このような孤独な阪忽や絵幽との交流をあらかじめ念頭に置いて絵を
描くというく方法〉が校場してくるよ刷。
こうした状況下で生まれたカハコフの「理念」が、彼が「交流をあらか
じめ念顕に置いて絵を描く」ということにこだわり続ける型山の一つに
なっているのであろう。芸術家と鑑'良者の人間|叶上の対話が成立する場所
で、ょうやく作品を発表することが山来るようになったカパコフは、それ
を非'市に重要な問題として捉えているというわけだ。
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4. (アルバム) j十の人物」
では、カパコ7のくアルバム〉作品の中で最も良く知られている r十の
人物」において、そのテクス卜がどういった役割を果たすのか、時間の流
れ、物語性、選択の余地、録賞者の介在、といったキーワードに留志しな
がら、また絵本の挿幽の仕事とも関述づけつつみていきたい。
「十の人物」は、短いテクストとイラストで構成されており、各くアル
バム〉のテクストは、 10篇の物語となっている。それらは、それぞれの主
人公の内的独内およひξその人物の人生の終わりにまつわる周囲の人々のコ
メント、またよ学作品からの引用などから成る。カパコ7は、このくアル
パム〉という形式が生まれたいきさつについて次のように言うコ
大切なのは、芸術の形式は作者のなんらかの精神的特性から生まれて
くるということです。私にはさまざまな精神的特徴がありますが、な
かでもひとつ変わった特償があるんですロ私はヴィジユアルな 枚の
絵幽だけだと内容が乏しく不充分だという気がして、いつも満足でき
ないんです" (中略)つまり私にはけっして静止した一場出というも
のがない。いつでもその前後に速なるものがあるわけです(巾略)
全体は一枚の絵のなかにあるわけじゃなくて、ある 枚の絵で始まり、
ある 枚の絵で終わるシリーズのなかに収まっている。つまりこうし
である観念の附解=イラストレーションが完成するわけですp イラス
トレーションという言葉を使うのはとても怖いことなんですが この
百葉がどんなに計判が悪し、かは永知していますから10
ここで、カノくコフにとって、またソビエトにおいてのイラストレーショ
ンについて説明しておく必要があるだろう。少年時代から美術の勉強を続
けていたカパコブは、 1951年に名門、スリコ7記念モスクワ25術大学に入
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学を果たすっカパコ7はユダヤ人の両親の元に生まれているのだが、「イ
リヤ・カパコ 7Jという名前はユダヤ人らしからぬもので、そのため入試
委員会は彼の血筋に気づかず、点数を下げることなく合絡の通知を1¥して
しまい、かなりの難関をくぐりぬけ、芸術大学の学生となったのであった
カパコ7が入学Lたのは絵画科ではなく、それよりは 段格が下がるグラ
フイツク・アート(線幽)科であった。そして後に彼は、社会主義リアリ
ズムので道から逸れ、イデオロギ一的規制の弱い子ども向けの絵木の挿直i
の仕事に従事することになるのである。カハコフは、ソ連ではチどものイ
ラストは、普通の人の志識にとっては月枝みで標準的な作品であり、平凡
さのイメージ、象徴であると述べる 12) そう Lたイラストこそまさに、
カパコ7が絵本の挿幽で手がけたものである。彼は他の無数の山家たちの
絵と["Jじような作風で、既刊の絵本のイラストに似ていることが重要机さ
れたと ~H医するが、実際、当時人気のあったコナシェヴイチというイラス
トレーターが亡くなったため、彼の{ノド)瓜を真似てイラストを抗いてくれる
人物として採り上げられたといういきさつもあったコしたがって、カパコ
7のイラストレーション白体の他者による詳価はどうあれ、カパコ 7に
とってイラストレーションという俗な形式でもってイメージを表現するこ
とは、イメージによって何ら個性を与えられることのない作品創作の姿勢
であったと考えてよかろう。生計のためではなく、長術家として制作する
作品にも、絵本の挿阿を紛糾とさせるイラストレーションをあえて利用し
たことからも、カパコ7の制作窓図は他にあると言ってよいu
また、カパコフは、〈アルバム〉でテクストとイメージが共イ壬すること
について、ロシアでは人間存在のあらゆる側由を描き附す文学が最も重要
な地位にあり、視覚芸術は文学ほどの力を持っていないとも百っている。
つまり、カパコ 7はイラストレーションの技法を用いて表現することに
よって、出来るだけイメージをニュートラルに位向づけ、その背後にある
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プロソトを浮かび上がらせようとしていることが窺えるロ
そのうえ、カパコ7のくアルハム〉に!+Jいられているテクストは非常に
簡潔なセンテンスで語られる。個々の文市で特別な印象を与えることなく、
イメージで何かを限定することもなく、とにかくその背後に存在するプ
ロットを、物語を、ページをめくることによって発生する述続性、時間の
流れを強調しようという試みが見て取れるじ
では、そのく十の人物〉から「クローゼットのプリマコ 7Jを例として
見てみよう。話の筋は以下のi由りである。
プリマコ7は幼い頃、クローゼットの巾に長い間こもっていたc そこで
は誰も彼を邪魔することなしまた.11を澄ませば外で起こっていることも
すべてわかったc 彼はクローゼソトの中で怨像を巡らせていたっ 5月のお
わり、 3H間ずっとクローゼットの扉が聞かなかったことがあったっそこ
で両親がクローゼソトを開けてみると、中には誰もいなかった
この作品は17ベージから成るが、プリマコ7について周囲の人々が諾っ
た言葉を表すページは、ただ手書きの文字が枠のなかに並べられているだ
けで、また、クローゼソトの中にいるプリマコ7の犠子を去すページは点っ
黒な剛山の端に文'1<が少し吉かれているだけであるハ逆に、クローゼ y ト
の外(あるいは想像)を去すページは円い岡山と少しの文?で構成されて
いるc純粋な志l床でのイラストレーションが抗かれたページは 8ページし
かない。テクストはすべて、プリマコブの独自または凶四の人々の言葉、
つまり声を表現している。カパコ7はこのことについて次のように説明す
る。
アルバムはまず 述のドローイングの制作が先行して、その後、コメ
ンテーターやl'人公の親戚、友人たちの見解をつけ加えてはどうかと
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いうアイデアが生まれたっそれからで人公目身の声も。ですからこの
アルハムは一つの部分に分けられると思いますハ作品の本質的な意味
(主人公の重要な思想)と、同開の人が主人公を実在する生きた身近
な人間としてあれこれいう、日常的でありふれた月報みな怠l床に。こ
うして新しい次ァEが生じているわけです J 不合理なものと、まったく
ノーマルで中間的 日常的なレベルを共有する意味全体の主主量が生じ
るわけです13)c
コメンテーターたちは傍観者として、口分の語る言葉が最後の決定的な
百業だと思いながらそれを述べるが、複数のコメンテーターがいるために
コメン卜は列を作ることとなるc また、カパコ7は白分が見ているものに
対して心の中で何らかのコメントを常に党してしまうため、その内的な会
話を外に取り出した形で、これらコメンテーターを設定したと語る J コメ
ントが列をなすという時点でそのどれもが最後の言葉ではなくなってLま
う、つまりコメンテーターにすぎないわれわれ人間は「最後の」百葉など
持ちえないと百うれ
では、これらの言葉がコメントの列でしかないとするならば、そうした
戸の羅列はいったいやげを志l床するのか。カパコ7はその凶想録の巾で、戸
についても言及している。断)'，的な声は、喋っているものがどこかすぐ近
くにいるような感覚が呼び起こされるのだと。また、声として発せられた
百葉は、異常なまでに〈空間的〉であり、〈外古Il)の声とく内部〉の声が
交錯する苅宿間は、ざわめく声の統 的な場、 つの宇宙を提示している
という l針。
こうして、紙の束であったアルバムは雫問を守えられ、そこにある物語
は演劇性をも字むのである。この演劇性もまた、アルパムの物語に時間の
流れを付与する要素のひとつであると百える口
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次にくアルバム〉の52後を踏める白いページについて少し百及しておき
たいc プリマコフはクローゼットから(I¥てきたときの舷しさについて物語
の出頭で「僕はあんまり長くクローゼットにいたので、扉を閣けでも、光
が目立しくて何も見えないほと、だった」と語ったが、彼の主[1円の最後の 4ペー
ジでは「明るい〉巳」、「強いY(:J、そしてその丈字が消えかかって、最後に
は真っ白になってしまう様が描かれているじまるで光に彼の存在が掻き消
されてしまったかのようにc
ポリス・グロイス氏をはじめとするくアルハム〉了十の人物』に百fえす
る論客はほとんどの場合、この最後の円いページのことを、主人公の化を
表している、と説明するEi) 実際、カハコ 7自身もそのように言ってい
る)確かに、このHいページを最後に、主人公白身の声は聞こえなくなる。
周同の人のコメントがいくつか続き、〈アルバム〉は終わる。彼が何故前
えたのかp 死んだのか、それともどこかへ行ってしまったのかハ明らかに
されないまま、物語は終わりになる。円いページは、おそらくは主人公の
化を表しながらも、想像の余地を賎している Hii 最後の言葉は詐も持ち
えない、ということを先に述べたが、作品の辰後に羅列される、主人公の
消火に関する周附の人のいくつかのコメントは、いずれも物語を完結する
ものとなっていないc nいページによって残された怨{撃の余地は、これら
のコメントで何ら制限されることがないのである。円いページはまた、
「ヴイジユアルな素材の消以を;Q:l床17)Jするともいう}鍛賞者に対して
の問いかけが、ここでおLまいになるι 物語を際立たせる役割をするi矧同
性なイラストレーションが、その辰後には全く泊されてしまうのだ。
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おわりに
〈アルバム〉という形式がなす時間の流れが物請を生み、その時間の流
れを確固たるものとするためのプロットとしてテクストがある。そしてそ
のテクストがあることにより、鏡賞苫への問いかけが生じるU 先に言及L
たように、そこに描かれたイラストレーションもまた、テクストの語る内
容を浮き彫りにするための子段なのであるc 絵木の挿幽で治った、プロッ
トを決して邪魔をすることのないイラストレーションを添えることで、視
覚的にはなるべくニュートラルな状態を保つようにして、物語の流れの方
を強く録賞者に印象づけるのだ仁そこでカパコフ作品の根底に流れる重要
な問題である、鑑賞者に想像の余地を残し、それぞれの記憶を呼ぴ党ます
という H的が浮かび上がってくる口カパコフの作品において呼び覚まされ
る記憶というのは、時間的なものではなく、必ず鑑賞者の過去にまつわる
思い{i¥であることから、作品はかならず時間の流れを持たねばならない。
ゆえに、「記憶を呼び覚ます装置」であるためには、カパコフ作品には物
語が不可欠なのである。
このように、カパコ7作品にとって、最も重要なものはその物語性であ
ると言えるのだが、物請を引きすてるためのイラストレーション、という
千段は、生活のためにやむなく従事していた絵本挿阿の仕事を通して培っ
た技法ではあるものの、その役割は結局のところ、絵本のそれに非市に似
通っているのだu そういった観点からも、カパコ7の23術家と Lての活動
の原点のうちのひとつは、この絵本j中山の仕1¥にあるのだと結論つ'けるこ
とが問米ょうっ〈アルハム〉で絵本という枠を飛び越え、白らの作品世界
を提示したカパコ7は、ロシアを1¥て世界を飛び回りながら作品を発表L
続ける現在、その表現の方法をくトータル インスタレーション〉に変化
させているものの、「記憶を呼び覚ます装情」と Lての性格を'市に持ち続
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けている。本航では、絵本挿幽との関わりを提jJ、するために、形式的に類
似点の指摘できるくアルバム〉について言及するにとどまったが、〈 トー
タル・インスタ レーション〉も また、非常に多くの考察する利1値のある問
題を内包している。これに閲しては、稿を改めて考えていきた¥，.¥o 今後の
課題である。
〈付記〉 引1tJ，(:において、 テキスト」は主脈上、「テクス ト」と 表記を統 するこ
ととした。
;主
1 )鴻池わか品不思議への扉 イリヤ・カパコフの絵本J(美術F帖2002.12
/美術山版社) pp.53-60 
また、この莞術干帖の特集をきっかけとして、カパコフの絵本原両民が閃
i出されることとなる。(イリヤ aカバコフ 『世界図鉱，/神会川県立近代美術
航葉山 2007.9.15-11.1 広島市現代美術商i.1十出谷美術商1・h'利市υ美術
館に巡凶)
2 )‘Russian Postmodernism -New Perspective on Post-Soviet Culture' 
(Beゆ山 Books/ 19991即 299-341
3 )ポリス グロイス rrTどものとき』を計l叫するJ/イリヤ・カパコフ rr世
対凶鑑 絵本と原画J (神奈川県Tr近代美術商1/20(7) pp.12-1.i 
4)同1'. p.12 
S) 1969ー何年にかけて同点が製作される。
6 )イリヤ ・カパコフ「イ リヤカパコフ門伝 六0年代 七0年代、非
公式の芸術J (みすず書房/20(7)pp.126-131 
7 )同 ト p.53
8) C(特別企両〕イリヤ ・カパコフJ(美術T帖1999.9/需拡T出版社)pp.168-169 
9) i!{Wf充義 イリヤ カパコフの芸術J (五柳古院 HJ!)9) P .140 
10)イリヤ ・カパコフ 「イ リヤ・ カパコフ門伝 一 六0年代 一 七0年代、非
公式の芸術J pp.381-382 
1)桝野充義 イリヤ カパコフの芸術J (五柳古院/19!1)pp.143-144 
12)沼野光義 イリヤーカハコフの芸術J I青柳書院/19991pp.145-146 
l:1インタ ビュー アルパム r十的人物』をめぐる十の質問/れ野充義イリヤ
カパコフの芸術J (五柳書院 1999) pp.142-143 
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14) イリヤ・カハコフ「イリヤ・カハコフ円伝 六0年代 七0年代、非
公式の会前J pp. 53-51 
'5)ボリス グロイス「。子どものとき tを言[Iffiiする」 イリヤ カパコフ [1 
界図鑑』絵木と聞く両J (神奈川I~J~立近代美術館/20071 p.12 
1 (i) <白〉とひじについては、本稿とは別に、拙稿「イリヤ カハコフ作品に
おける <rl) と〈光)J げ阪大比較文学』 第 6 サ。 pp.43-64~2009.3) にて宅
察L亡いる f
171m野充輯 イリヤ カパコフの芸術J (五柳古院 1999) p.147 
(ん予院博|後期謀本干午牛)
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SUMMARY 
The Texts in I1ya Kabakov's‘Album' 
The relations between the theoretical texts and his illustration works for 
picture books 
Miz凶10FU]ITA 
The art works of llya Kabakov(1933-) invariably contain narratives. It 
18 true口8tonly of hi8“album" works produced in吐leSoviet era but a1so 
of his many“total installation" pieces， 8hown worldwide after he le仕 Russia，
that Kabakov's pictures and artworks bear a narrative nature， and 3fe a1so 
largely accompanied by theoretical texts. Why does Kabakov produce 
artworks with 8uch deep consideration for narratives and theoretical texts， 
even though his work i8 often categorized as“artworks"? One key factor i8 
that he made his living as an illustrator of picture books in Soviet Russia 
for 30 years from 19訂 to1987. However， as Dr. Wakana Kono observed， 
despite the enormous number of his art works， Kabakoy's picture book 
illustrations were not well focused upon until recently. Mikhail Epsetin 
applied a theory of text and irnage to Kabakov' s works in his“Emptiness as 
a Technique? Word and Image in Ilya Kabakov"， but， while at the end of 
the essay he touches on Kabakov's background in illustration work， there 
is no detailed reference to it. Therefore， this study wil concentrate on the 
re1ations between Kabakov's theoretica1 texts and his illustration works for 
picture books. The focus wil¥ be on the Ten Characters series -a repre 
sentative work from the “albums" Kabakov produced contemporaneous1y 
with his picture book illustrationsフandin particular the piece Sitting-in-
the-C IU5et P円'makov，which most clearly demonstrates the present thesis 
Sitting-in-the-Closet Primakov is taken as the object of the study because it 
substantially captures出equestions raised by the series of “a1bums"， and it 
may a1so raise a1ternative questions when restructured for theじD-ROM
format 
キーワード・イリヤ・カノミコ7，ソッツ・アート，モスクワ・コンセプチュ
アリスム，イメージとテクスト
